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【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｂ  17/58     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月12日(2013.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接した椎体の棘突起を相互に支持するためのインプラント（１０）であって、
　前記インプラント（１０）が、第１インプラント部品（１２）及び第２インプラント部
品（１４）を含み、前記第２インプラント部品（１４）を前記第１インプラント部品（１
２）に対して展開方向（３６）に沿って移動させることにより、前記インプラント（１０
）が、該インプラント（１０）が上方椎体の上方棘突起と下方椎体の下方棘突起の間に導
入可能である導入位置から、前記インプラント（１０）により形成される前記上方棘突起
用の上方支持面（３８）と前記インプラント（１０）により形成される前記下方棘突起用
の下方支持面（３９）の互いに対する間隔が前記導入位置よりも大きい展開位置へと移行
可能であり、
　前記インプラント（１０）が、ロック要素（４１）を組み込むロック素子（４０）を含
み、前記ロック要素（４１）が、前記第２インプラント部品（１４）が前記第１インプラ
ント部品（１２）に対して前記展開方向（３６）に対向する方向に移動可能である解放位
置から、前記第２インプラント部品（１４）が前記第１インプラント部品（１２）に前記
展開方向（３６）と逆方向への移動に抗してロックされるロック位置へと、少なくとも１
つのインプラント部品（１２、１４）に対してロック方向（４６）に沿って移行可能であ
り、
　前記インプラント（１０）が、前記ロック方向（４６）と逆方向への移動に抗して前記
ロック要素（４１）を固定するための固定素子（４９）を含む、
インプラントにおいて、
　前記固定素子（４９）が、少なくとも１つの第１固定部材（５０、５１）及び少なくと
も１つの第２固定部材（５５、５６）を含み、
　前記ロック要素（４１）が前記ロック位置を採った後、前記少なくとも１つの第１固定
部材（５０、５１）と前記少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）が、該少なくと
も１つの第１固定部材（５０、５１）と該少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）
が協働しない非固定位置から、該少なくとも１つの第１固定部材（５０、５１）と該少な
くとも１つの第２固定部材（５５、５６）が前記ロック要素（４１）を固定するために協
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働する固定位置へと、前記ロック方向（４６）に対して交差する向きである固定方向に、
互いに対して移行可能であること、及び
　前記ロック要素（４１）が前記少なくとも１つの第１固定部材（５０、５１）を含み、
インプラント部品（１２、１４）が前記少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）を
含むこと、
を特徴とするインプラント。
【請求項２】
　請求項１に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定部材（５０、５１、５
５、５６）が、前記ロック方向（４６）に対向する方向に作用する止め（５２、５４、５
８、５９）を含む又は形成すること、を特徴とするインプラント。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定部材（５０、５
１、５５、５６）が、該固定部材を組み込む担体（３１、４１）の突起（５３、５７）の
形態であること、を特徴とするインプラント。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記少なくとも１つの第
１固定部材（５０、５１）と前記少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）が、前記
固定位置において互いに当接すること、を特徴とするインプラント。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定部
材（５０、５１）が、前記ロック要素（４１）の前記ロック方向（４６）に沿った範囲を
基準にすると、前記ロック要素（４１）の端部に配置されること、を特徴とするインプラ
ント。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定部
材（５０、５１）が、前記ロック要素（４１）と一体のやり方で形成されること、を特徴
とするインプラント。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記第２インプラント部
品（１４）が前記少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）を含むこと、を特徴とす
るインプラント。
【請求項８】
　請求項７に記載のインプラントであって、前記第２インプラント部品（１４）が、前記
インプラント（１０）をロックするために前記ロック要素（４１）と協働すると共に少な
くとも１つの第２固定部材（５５、５６）を含む定置要素（３２）を有すること、を特徴
とするインプラント。
【請求項９】
　請求項８に記載のインプラントであって、前記定置要素（３２）が、前記ロック要素（
４１）の前記ロック位置において前記ロック要素（４１）に当接する接触要素（６９）を
形成すること、を特徴とするインプラント。
【請求項１０】
　請求項８又は９に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定部材（５５、５
６）が、前記定置要素（３２）の前記ロック方向（４６）に沿った範囲を基準にすると、
前記定置要素（３２）の端部に配置されること、を特徴とするインプラント。
【請求項１１】
　請求項８～１０のいずれか１項に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定
部材（５５、５６）が、前記定置要素（３２）と一体のやり方で形成されること、を特徴
とするインプラント。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記ロック要素（４１



(3) JP 2013-517857 A5 2014.1.9

）が、板状又は略板状であること、を特徴とするインプラント。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定
部材（５０、５１、５５、５６）、及び／又は、前記ロック要素（４１）、及び／又は、
前記インプラント（１０）をロックするために前記ロック要素（４１）と協働する前記第
２インプラント部品（１４）の定置要素（３２）が、剛性であること、を特徴とするイン
プラント。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記ロック要素（４１
）と、前記少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）を含む前記インプラント部品（
１４）とが、各々、前記固定位置において対になって協働する２つの固定部材（５０、５
１、５５、５６）を含むこと、を特徴とするインプラント。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記ロック要素（４１
）と、前記少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）を含む前記インプラント部品（
１４）とが、前記固定位置において前後で係合すること、を特徴とするインプラント。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記ロック方向（４６
）が、前記展開方向（３６）に対して交差する向きであること、を特徴とするインプラン
ト。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記ロック要素（４１
）が、前記解放位置から前記ロック位置へと移行するために前記第１インプラント部品（
１２）に対して及び／又は前記第２インプラント部品（１４）に対して変位可能であるよ
うに形成されること、を特徴とするインプラント。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記固定方向が、前記
ロック方向（４６）に対して垂直の向きであること、を特徴とするインプラント。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記少なくとも１つの
第１固定部材（５０、５１）と前記少なくとも１つの第２固定部材（５５、５６）が、前
記非固定位置において、互いに対して前記固定方向に沿って付勢されることを特徴とする
インプラント。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記ロック要素（４１
）の前記ロック位置において、前記第２インプラント部品（１４）が、前記第１インプラ
ント部品（１２）に対して、前記展開方向（３６）に対向する方向に付勢されること、を
特徴とするインプラント。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記固定方向が、前記
展開方向（３６）に対して平行な成分を有すること、を特徴とするインプラント。
【請求項２２】
　請求項１～２１のいずれか１項に記載のインプラントであって、前記インプラント（１
０）をロックするために前記ロック要素（４１）と協働する前記第２インプラント部品（
１４）の定置要素（３２）と、前記ロック要素（４１）とが、各々、少なくとも１つの案
内部材（６４、６５、６６、６７）を形成すること、又は、案内部材（６４、６５、６６
、６７）を含み、該案内部材（６４、６５、６６、６７）が、前記ロック要素（４１）を
前記解放位置から前記ロック位置へと移行させる時に、前記ロック要素（４１）又は前記
定置要素（３２）により形成される或いは前記ロック要素（４１）又は前記定置要素（３
２）に含まれる更なる案内部材（６４、６５、６６、６７）と協働すること、を特徴とす
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るインプラント。
【請求項２３】
　請求項２２に記載のインプラントであって、少なくとも１つの固定部材（５０、５１、
５５、５６）が案内部材（６４、６５、６６、６７）を形成すること、を特徴とするイン
プラント。
【請求項２４】
　少なくとも１つの、請求項１～２３のいずれか１項に記載のインプラント（１０）と、
前記ロック要素（４１）を前記解放位置から前記ロック位置へと移行させるための操作素
子（７１）とを含む外科システム。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の外科システムであって、前記操作素子（７１）が前記インプラント
（１０）上に事前装架されること、を特徴とする外科システム。
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